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【【目的目的】】

代々家伝として残る知恵とわざをプログラムした日本フットケア代々家伝として残る知恵とわざをプログラムした日本フットケア
協会式ネイルケアは、指先の静脈還流を促すことを目的として、協会式ネイルケアは、指先の静脈還流を促すことを目的として、
マッサージ・爪切り・角質除去の３工程から成り立つ伝統的健康マッサージ・爪切り・角質除去の３工程から成り立つ伝統的健康
法のひとつである。法のひとつである。

今回、今回、4040歳代より両下腿屈側に静脈瘤を認めた健康女性に、日本歳代より両下腿屈側に静脈瘤を認めた健康女性に、日本

フットケア協会式ネイルケアを実施した結果、大腿静脈血流量及フットケア協会式ネイルケアを実施した結果、大腿静脈血流量及
び上肢血流量の増加を認めたので報告する。び上肢血流量の増加を認めたので報告する。

【【方法方法】】

4848歳健康女性を対象に、月１回日本フットケア協会式ネイル歳健康女性を対象に、月１回日本フットケア協会式ネイル

ケアをケアを11年間施行、その前後で両足のサーモグラフイー、超年間施行、その前後で両足のサーモグラフイー、超
音波診断装置音波診断装置ALOKAALOKA--SSD6500SSD6500による右橈骨動脈と右橈側皮による右橈骨動脈と右橈側皮

静脈の血流量及び大腿静脈血流量、両下肢の写真撮影を実施静脈の血流量及び大腿静脈血流量、両下肢の写真撮影を実施
した。実施にあたり、富山赤十字病院田口富雄氏、日本フッした。実施にあたり、富山赤十字病院田口富雄氏、日本フッ
トケア協会の協力を得た。トケア協会の協力を得た。
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【【結論結論】】

爪母の中心と爪甲の中心を定めた爪切り、爪甲及び爪爪母の中心と爪甲の中心を定めた爪切り、爪甲及び爪
周囲皮膚へのマッサージと角質の除去を特徴とした日周囲皮膚へのマッサージと角質の除去を特徴とした日
本フットケア協会式ネイルケアを、両下肢静脈瘤を認本フットケア協会式ネイルケアを、両下肢静脈瘤を認
める４８歳健康女性に実施した結果、両下肢静脈瘤のめる４８歳健康女性に実施した結果、両下肢静脈瘤の
改善、大腿静脈血流量及び上肢動静脈血流量の増加を改善、大腿静脈血流量及び上肢動静脈血流量の増加を
認めた。認めた。
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爪のケアのための基本的考え方
爪の中心を定め爪を切る

手足の動きに合わせて爪も動く

爪周囲の角質を取る

指全体の弾力性が増し
血流が良くなる

指先が動きやすくなる

さらに血流がよくなる 高橋長雄：からだの地図帳,講談社,東京,2002

【【方法方法】】
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D

爪の中心のとり方
１．爪根と左右爪郭の交点Aと交点Bを結ぶ。
２．直線ABに中点Cから爪先に垂直に伸ばし、

爪先との交点をDとする。
３．爪の中心Dとする。
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